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い。本当にやったほうがいいと思います。災害はいつ起こるかわかりませんから。

〔これからの地方創生のカタチ〕

　これからの地方創生のカタチということで、ここから事例の紹介に入ります。宮崎県に綾町というと

ころがあります。綾町は非常に小さな町ですが、オーガニック野菜にもう何十年も取り組んでおられて、

それが実を結んで、非常においしい野菜がとれるところになりました。そこに、地元出身の若者だけで

はなく、東京やその他の地方から、もちろん宮崎市もすごく近いので、そういったところから若者が集

まってきて、この野菜を俺たちが売り出そうという人たちが出てきました。

　それで、その方々と一緒になって、今回、ヤフーでお弁当をつくることになりました。なぜお弁当か

ということですが、おいしい野菜を売り出したい、ふるさと納税もしてもらいたい、東京の人に食べて

もらいたい、ということをみんなで議論していました。その結果、お弁当で出そうということになりま

した。

　そこで、お弁当を販売するABCクッキングさんやスターフェスティバルさんと一緒に組んで、そこ

に作家さんに入ってもらってプロデュースしていただいて、お弁当をつくりました。これは、今、社内

で販売しているものですけれども、さらに伊勢丹さんとスターフェスティバルさんが提供する「ごちク

ル」や、100食から企業さんにお弁当をつくって配送するという「シャショクル」などで販売していま

す。
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〔子どもの学びへのアプローチ〕

　これが、今私たちが重点を置いているIT人材育成のもう一つ、小学生向けのプログラミング教育です。

つい先週ですが、白馬村でこちらのプログラミング教室を実施してきました。第２回目です。2020年か

ら必修化されるというプログラミングに対して、「Yahoo! きっず」という私たちのサービスで、白馬村

の子どもたちに先取りで教えています。

　小さいラズベリーパイというパソコンがありますが、これが非常によくできていて、子どもたちにプ

ログラミングを教えるには非常にいい教材です。価格としては、6,000円ですけれども、プログラミン

グのトレーニングや、ゲーム制作ができます。あとは、パソコンのなかでレゴブロックのようなものが

できてしまうという、マインクラフトというソフトウエアが実装されていたり、いろんなことができま

す。音楽も、作曲もできます。それから画像編集もできる。それが6,000円のパソコンでできてしまう

わけです。そこにディスプレイとキーボードとマウスさえあれば、どこでもできてしまうので、これか

ら全国的に展開しようと思っております。

　子どもたちの反応は非常にビビッドで、ものすごく集中するのが手に取るようにわかります。普通の

子どもたちはもちろんですが、なかには学習障害の子もおりまして、そういった子というのは何かには

まると本当に集中力を発揮するわけです。そうした子供たちも、普通の学級に入っている子どもたちと

同じような作品をつくって発表していました。とても誇らしい顔をしていて、そういう子たちというの

は自分が劣等感を持っていたりするんですけれども、自分の能力、才能を発揮する場があり、ツールが
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あるのだということを知ってもらうのにも、非常にいい体験になるのではないかと思います。

　あわせて、今、私もボランティアの活動をしておりまして、近くの小学校でプログラミング教室をや

っています。つい先週も動画作成の教室をやりましたが、これも大好評で、子どもたちが目を輝かせて

外にビデオを撮りに行きます。それを編集して一本の動画に仕立て上げる、これも一つの体験です。

ITの体験です。こういった体験をもっともっと多くの子どもたちがやっていくことで、次の世代のIT

人材の育成につながるのではないかと、私は信じています。

〔白馬村プログラミングキッズ写真〕

　これが、その白馬村でやったときの模様ですね。

〔フィッシャーマン・ジャパン立ち上げ〕

　こちらは、フィッシャーマン・ジャパンというプロジェクトです。三陸の漁師たちがもっと自分たち

を格好よく宣伝していきたい、そういう思いを持った若者たちで社団法人をつくって株式会社もつくり

ました。ヤフーの社員が運営に関わっています。

　そういったなかで、中野の駅に魚谷屋という居酒屋もつくって、地のものを直送して、そこでおいし

いものをおいしい料理の仕方で漁師たちが実際に提供する。あとは、漁師たちの熱い思いを聞けるとい

う場所ということで、とても繁盛しています。連日満員というように聞いています。
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〔高知県梼原町の事例〕

　それから、先日、視察で高知の梼原町というところに行きました。こちらでもいい体験をさせていた

だきました。こちらは例えば名所旧跡というのはとくにありません。そして名産品も、ほかに匹敵とい

うか、自慢できるようなものすごいものがあるわけではありません。もちろん、すばらしいものも持っ

ているわけですが、それが競争力を持っているかというと、必ずしもそうではないわけです。

　そのなかで様々な建物、隈研吾さんの設計で建て直しておりました町役場、それから梼原学園という

小中一貫校もそうですが、これらはとても素晴らしい建物です。私は行く前は箱物行政なのかなと思っ

ていたのですけれども、そうではなくて、行政施設の配置をコンパクト化して、そこに住んでいる人た

ちを生き生きと見せるすばらしい仕組みだなというのを感じました。ホームページもとてもきれいなの

で、ぜひごらんになってください。

　この地域では、今コミュニティ活動を活性化しようとしています。近年、子どもたちがとても少なく

なってきており、それぞれの地域ではほぼ限界集落になってきているわけですけれども、そこのなかで

いかにして皆さんが助け合って過ごしていくかというところに町長が熱い思いで投資を行い、町の運営

がなされていると感じました。

〔山梨県富士吉田市の事例〕

　富士吉田市は、富士山という世界一のコンテンツをお持ちなわけですけれども、産業としては織物の
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町です。ただ、織物を独自に販売しているわけではなくて、卸しをしています。そのため、織物の町と

いう印象がほとんどなく、そこが課題だということでした。そのため、その課題に対して、私たちが現

地に社員を派遣して解決していこうというプログラムを進めております。

〔カタチをイメージにすると〕

　私たちがやっていることをイメージにするとこんな形になります。やはり事業をつくっていかないと

地方が盛り上がっていくことはありません。事業をつくって、収益を出し、雇用を生み出して、税収を

上げていくという活動、ここに対して私たちが何か寄与できるのではないかと思っております。

　そこから住む人が出てきて、結婚し、定住します。さらに、出産して、育児している間に、次に教育

の課題が出てくるわけです。先ほど申し上げた通り、地域での教育の課題というのは非常に大きいわけ

です。そこにITを使って何かしら私たちが貢献できないか、日々こうしたことを考えているわけです。

　こうしたことを突き詰めて考えていくことで、一つの形として「LODGE」というスペースができま

した。私たちのオフィスは、紀尾井町の元赤坂プリンスの跡地に建った紀尾井町ガーデンプレイスのな

かにございまして、こちらの17階が完全に皆さんに開放されているエリアです。Wi-Fiの環境、例えば

カフェでWi-Fiをつなぎたいなと思ったら、ぜひ私たちの会社に来てください。自治体の方々、いろん

な企業の方々が、皆さん、よくいらっしゃっています。そのなかでイノベーションを生み出すことを狙

った空間になっています。実際にいろんな方々がもうここでつながっておりますので、ぜひご活用くだ
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さい。

〔地域活盛化〕

　これから地方の育成事業としてローカル・デザイン・プロジェクトというのを立ち上げようとしてい

ます。少し宣伝になってしまうのですが、こちらの地域活盛化ということを目的にスクール事業をやろ

うと考えています。これのちょっとした発表会を12月22日に、その「LODGE」で企画しておりますの

で、ぜひご興味のある方は足を運んでいただければと思います。

　私の発表は以上です。ありがとうございました。（拍手）

（湯元）　大変ありがとうございました。

　中長期的な視点から、地に足のついた取り組みをされているというふうに感じました。ヤフーという

民間企業が地方創生を支援する、しかも、すぐビジネスになってもうかるとかそういう話ではないよう

なお話をたくさんなされているということでしたが、石田さんに伺ったところでは、ヤフーは大体６割

から８割の顧客が地方の方々だそうです。したがって、地方が再生していかないと、将来的にはヤフー

のビジネスも危うくなるという問題意識から、自前で支援策に取り組んでおられるというように伺って

おります。
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　これからディスカッションに入りたいと思いますが、このような民間企業の取り組みとは別に、基本

的に政府がこれまでいろいろな形で地方創生支援ということをやってきていると思います。まず、特区

をつくって、国家戦略特区という形で自由に地域が動き出していますし、それから、地方創生戦略も本

当にさまざまなものがあって、個別自治体で具体的な戦略が組み立てられていると思います。そのなか

で先生方にお伺いしたいのは、例えば人口移住を促進するという政策があります。若者に戻ってきても

らうとか、来てもらうとか、そういう政策。あるいは高齢者の方に来ていただく、日本版CCRCと呼ば

れる政策もあります。あるいは企業の本社機能や行政機能を誘致・移転する。こうした取り組み、動き

が始まってきていますが、これに対して、それぞれポジティブ、ネガティブ、いろいろな評価があろう

かと思います。まずは、そのあたりの評価をどのように考えていらっしゃるかということを、お伺いし

たいと思います。

　はじめに、八田先生から戦略特区を中心にお話しいただければと思います。

（八田）　実は、石破大臣のもとで国家戦略特区はかなり強力に進められてきまして、さらに同じ石破大

臣のもとで「まち・ひと・しごと」が同時並行で進められました。しかし私は、この二つの政策は、全

く違う方向性で進められたのではないかと思っております。

　国家戦略特区の方は、地方でも大都会でも成長を阻害している規制を改革する、だから、あまりお金

はかけずにやりましょうということです。

　それに対して「まち・ひと・しごと」の方は、次の三段論法に基づいています。日本の成長のために

は人口成長率を高めることが必須である。そのためには、地方の出生率が高いのだから、若者を地方に

動かしていかなければいけない。だから、地方にいろいろお金を渡しましょうというわけです。昔の１

億円配った政策と似ています。今度は、もうちょっと創意工夫したところに出しましょうということで

す。

　しかしこれは、いろいろな点でおかしいと思っています。パネル１を用いて先ほど申し上げたように、

全国の大都市で人口は伸びており、小都市で減っています。しかも首都圏の主要都市の伸びは、地方の

大都市の人口の伸びに比べれば大したことはありません。

　出生率に関しても、都市レベルで比較すると、「まち・ひと・しごと」政策の誤りがはっきりします。

　パネル21が示すように、東京都の出生率が低いことは確かです。

〔21．「東京圏は地方に比べて出生率が低い」は正しいか〕

　けれども、東京都の出生率が低いとは言っても、札幌はもっと低い。それから、首都圏のなかでも、

埼玉とか千葉とか横浜の出生率は、福岡や仙台よりもはるかに高くなっています。

　これはどういうことかというと、結局、東京に若い女性がやってきて、その多くは学生でしょうし、

そうでない人も普通の仕事を始めて、小さなワンルームマンションなどに住んでいる。それで相手を見

つけて結婚します。それでも、子どもがいないときには東京に住むかもしれませんが、子どもができた

ら、千葉に移ったり、横浜に移ったりする。そうすると、東京は自ら選んで子どもをつくらない人だけ

が住むわけで、周辺の都市で子どもができていく。それだけの話です。




